
2014.1

〈行ってみよう！「学び」の場所へ〉

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第23号／発行日2014年1月5日
企画・編集　笹氣出版印刷株式会社「まなびのめ」編集部／発行　笹氣出版印刷株式会社

応募先 / 
問い合わせ先

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町8番45号
笹氣出版印刷株式会社内「まなびのめ」編集部

TEL 022-288-5555
FAX 022-288-5551

manabinome@sasappa.co.jp
（FAXは24時間受付　電話受付時間10：00～16：00 土・日・祝日除く）

￥0FREE ご自由に

季　刊　誌

23第 　　　号

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切に
したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

Web版は随時更新中！

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

発行／

協力　株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

川又進　佐藤曜　伊藤秀平　齋藤麻実　三上志穂
オブザーバー：笹氣義幸　只野俊裕　寺田征也(東北大学大学院)

「まなびのめ」
編集部

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙は責任をもって管理された森林から作られたFSC®認証紙を使用し、イ
ンキは環境にやさしい植物油インキを使用しています。

第24回 名著への旅
『土』
  長塚節 著 
  新潮文庫
（1950年6月10日　初版発行）

　長塚の『土』は、漱石が「余の娘が年頃になって、音楽会がど
うだの、帝国座がどうだのと言い募る時分になったら、余は是非
この『土』を読ましたいと思っている」と褒め称えた農民文学の
代表作である。
　本著の特徴は、明治時代の農民一家の暮らしとそれを取り巻
く環境を、驚くほど濃密にかつ淡々と描いていることと言われる。
実際、豆腐を浮かべる桶に溜めた水の冷たさ、といったものが、
実感として私たちに迫る。
　『土』の魅力は、これにとどまらない。精緻に書き込まれた農
民生活の端々は、私たちに当時の生活と習俗を教えてくれる。
民俗学的な興味を持って読んでみると、違った側面が見えてくる
のではないか。ランプで明かりを灯す場面があるが、これは行
灯といった前時代の道具と異なる、近代の利器が灯す明かりな
のである。
　重苦しい雰囲氣が漂い、文体は旧仮名遣いそのままの『土』は、
お世辞にも読み易いとは言えない。しかし、それもまた趣があ
るという一冊である。              （伊）

2014年4月5日発行予定

次 号
テーマ   ：「統計に学ぶ」「統計に学ぶ」おじゃまします

学びの庭に

図書カード懸賞付
クイズあります

おじゃまします
学びの庭に

東北をもっともチャレンジがしやすい地域に

増田　　聡 先生
東北大学大学院経済学研究科／災害科学国際研究所　教授
（地域計画）

石巻で市民と共に「復興ボランティア学」を

山崎　泰央 先生
石巻専修大学　経営学部　教授
（経営史（企業家史）、ベンチャー・ビジネス論）

シリーズ「東日本大震災」【3】
　 ―復興・再生―

これからの主な「学び」イベント35件掲載！
「学び」イベントに行ってきました

名著への旅　『土』 (長塚節）
Voice Park

お持ち帰りください。

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）

第23号・冬／「枯色」（kare-iro）

「学び」イベントに
参加したら感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

「学び」イベントに
参加したら感想を書こう！

※参加体験記とは…読者の皆様が参加された「学び」イベントのご意見ご感想、
　講義内容のレポートのことです。

「学び」イベントに足を運ばれた読者の皆様から寄せられた参加体験記を、
〈「学び」イベントに行ってきました〉のコーナーでご紹介しています。
「学び」イベントを振り返って自分の言葉で参加体験記を書きおこすことで、
さらに「学び」を深めてみてはいかがでしょうか。
「まなびのめ」を介して読者の皆様の声が研究者に伝わり、学術の世界の発
展にもつながります。ぜひご投稿ください！

掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！ 
※採用の可否、抽選は編集部に一任いただきます。

ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！

■投稿内容
・イベントタイトル
・開催日時
・会場
・登場者（講師・演者等）
・参加体験記（420字以内）
・氏名（ペンネーム可）
・連絡先

【投稿者プレゼント】

■投稿方法
はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォーム
のいずれかよりご投稿ください。

■投稿先
「まなびのめ」編集部
※宛先の詳細は最終ページをご覧ください。

これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容に変更がある可能性がありますので、詳しくは各問
合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細はWeb 版に掲載
しております。ぜひご覧ください。

定期
開催

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

毎週土曜日トワイライトサロン 「MA ☆（マスター）
土佐誠の宇宙が身近になる話 」
講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）

仙台市天文台　オープンスペース　他

17:00 

▲

 17:45

T el   022-391-1300 仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

～1月13日（月・祝）特別企画「はにわの美」

地底の森ミュージアム　企画展示室

9:00 

▲

 16:45

T el   022-246-9153 地底の森ミュージアム
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/chiteinomori/

場　所

主催者

URL

問合先

～2月  9日 （日） 旬の常設展 2013-2014 冬
「かたちでわかる古文書入門」

仙台市博物館

9:00 

▲

 16:45

T el   022-225-3074 仙台市博物館
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

1月10日 （金） 市民公開講座「あなたの職場の部下は自発的に行動しますか？ 60 分で学
べるコーチング～部下のやる気を引き出すコミュニケーションスキル～」
講　師　大石　加奈子（東北工業大学ライフデザイン学部准教授）

東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60名

18:30 

▲

 20:00

T el   022-723-0538 東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月12日 （日） オープン講座第 2 回「埋もれていた戦国
時代―砂金氏の城とその城下―」
講　師　古川　一明（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月17日 （金） ～3月16日 （日） ミニ企画展「縄文人のくら
しと道具―縄文から弥生へ」

仙台市縄文の森広場

9:00 

▲

 16:45

T el   022-307-5665 仙台市縄文の森広場
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

1月17日 （金） 東北大学リベラルアーツサロン
第 27 回：児童虐待を考える
講　師　水野　紀子（東北大学大学院法学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-6090 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月18日 （土） 実験教室
「手づくり電池でラジオを鳴

な
らそう！」

講　師　相馬　知彦（宮城第一高等学校教諭）
東北電力グリーンプラザ　コミュニティールーム 小学4～6年生20名（抽選）

13:00 

▲

 15:00

T el   022-225-2969 東北電力グリーンプラザ
詳細は電話にて問合せください

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

1月19日 （日） オープン講座第 3 回「東日本大震災における
当館の被害と県立博物館としての支援活動」
講　師　佐藤　憲幸（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

開催
中

1
JAN

4
APR

3
MAR

「学び」イベント情報 募集中!!

掲載料は無料です。

研究者の皆様が市民へ向けて行なっている公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！
研究者の皆様が市民へ向けて行なっている公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！

3月  2日 （日） オープン講座第 7 回
「杉山コレクションの土偶」
講　師　手塚　均（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月  5日 （水） かたりつぎ　～朗読と音楽の夕べ～ 東日本
大震災の「語りつぐ記憶」（朗読：竹下景子）
講　師　平川　新（東北大学災害科学国際研究所長）

東北大学百周年記念会館　川内萩ホール

18:30 

▲

 

T el   022-795-4842 東北大学災害科学国際研究所・かたりつぎ仙台実行委員会・復興支援コンサート実行委員会（神戸）
http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/shinrokuden/katari-tsunagu

場　所

主催者

URL

問合先

3月  9日 （日） 第 27 回「耳の日」のイベント

講　師　松谷　幸子（東北文化学園大学教授）他
エル・パーク仙台　スタジオホール

10:00 

▲

 12:00

T el 022-717-7304日本耳鼻咽喉科学会宮城県地方部会・宮城県耳鼻咽喉科医会
http://www.miyajibi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月16日 （日） オープン講座第 8 回
「絵巻にみる伊達慶邦の巡見」
講　師　大久保　春野（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

3月28日 （金） 東北大学サイエンスカフェ　第 102 回：生物が持つ驚異のデザイン
力に学べ！～バイオミメティクス（生物模倣）で起こす技術革新～
講　師　下村　政嗣（東北大学原子分子材料科学高等研究機構教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-6090 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

4月7日 （月） ～東北福祉大学・履修証明社会人コース
～福祉用具生活支援コース、ほか 3 コース～
通年・カリキュラム選択受講

東北福祉大学 各20名

  

T el   022-380-1067 東北福祉大学生涯学習支援室
申込締切 3 月 24 日（月）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員







「学び」イベントに行ってきました
参加体験記

　10月 12日は、あいにくの曇り空で、昼過ぎより小雨になりました。
受付ではパンフレットと「まなびのめ」が配布されました。
　私たちが訪ねた 11時頃は、キャンパス内を歩く人々は多くはな
かったのですが、各研究所のブースを訪ねると子どもから大人まで
多くの人々で賑わっていました。東北アジア研究センターなどは、
屋外にモンゴルの伝統的な住居・ゲルを建て、実際に中に入れたり、
民族衣装を着たり、民族楽器の演奏を体験できたりと盛りだくさん
の内容でした。古文書から地名を読み取るコーナーでは、大人も子
どもも一緒になって頭をひねっていました。
　金属材料研究所も子どもたちで溢れており、ゆっくり見ることが
出来ないほどでした。様々な実験や体験が用意され、子どもたちの
目もキラキラ輝いていました。運営側の先生や学生の方々も楽しそ
うで、呼び込みにも氣合が入っていました。
　隔年開催のため次回は 2015年ですが、また参加してみたいです！

（富谷町　マロンちゃんラブ）

　申込制のイベントだったのですが、運よく当日参加することがで
きました。
　震災復興についての実際的な報告会で、主に経済的な側面に焦点
を当てたものです。私は午後 1時から始まった第 2部を聞いていた
のですが、南相馬市の地域商業の推移と現状、NPOの動向調査、観
光産業の回復といったことについて、沢山の数値とグラフで説明が
ありました。
　話を聞いていると、東北地方に観光に来る外国の方は、やはりま
だ少ないといったことが具体的に良く分かります。
　印象に残ったのは、東北観光における平成 23年 6月の宿泊キャ
ンセルの理由です。福島県は原発事故地域であるため、放射線を心
配してのキャンセルが過半を占めていました。ところが、山形県や
秋田県といった、一見放射線の影響は少なそうな地域でもかなりの
割合で、放射線を理由にキャンセルされる方がいるということです。
東北在住の私としては意外に思うところで、なかなか複雑な氣持ち
もあります。
　現状についての具体的なお話が沢山聞けて、充実した報告会でした。
� （仙台市宮城野区・男性　ごぼう）

■東北大学附置研究所等一般公開片平まつり

2013年 10月 12日（土）〜 13日（日）
東北大学片平キャンパス、星陵キャンパス加齢医学研究所

■地域産業復興調査研究シンポジウム in 仙台
　─震災復興政策の検証と新産業創出への提言
                             講師　宮城学院女子大学学芸部教授　土屋　純　氏 他
2013年 11月 2日（土）10 : 00 〜 17 : 10　東北大学片平キャンパス　さくらホール

第22号 「女性のチカラ」

読者の声

「まなびのめ」第22号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　出前授業などを行う理系の東北大学女子大学院生を何と呼ぶ？
答え　東北大学 サイエンス・エンジェル

Q.2　日本の衆議院における女性議員の割合は何％？
答え　10.8％

第22号

クイズの正解発表！！

読者と編集部の
キャッチボール

　大隅先生のお話より、大人になっても脳の神経細胞が新たに生まれ続
けるということを知り、安心しました。諦めず、自分の興味を深めなが
ら学んでいきたいと思いました。� （黒川郡富谷町・24歳　女性）

編：頭も体もよく動かすことが大切なのでしょうね。いろいろなことへ
の関心と、学び続ける氣持ちを持っていたいですね。
　
　「異なる脳の使い方をする両性が協力することでこそ、創造的な仕事
は成果が上がる」、「多くの職業で男女の比率差が縮まることは、男女両
方にとっての幸せにつながる」、という両先生のご意見に全面的に賛成
です。根拠のない性に対する固定観念を捨てて、個々人の適性に合った
仕事を選ぶことで、両性がより生きやすくなり、社会全体も良い方向へ
向かっていくような氣がします。� （仙台市太白区・37歳　女性）

編：ビジネスの世界でも、意思決定の場に男性だけでなく女性も関わる
ようにした方が成果が上がる、という調査結果が出ているそうで、欧米
を中心に、女性参加を促進する法制・仕組みづくりが進んでいるようで
す。ちなみに「まなびのめ」編集部員はほぼ半数が女性です。
　
　大隅先生の記事を通して、身近にロールモデルを見つける機会がある
ことの重要さを感じました。大隅先生にとって、ご両親が良きロールモ
デルとして存在したことが限りなく大きな意味をもち、だからこそ現在
様々な方面で精力的に活動されているのだと納得しました。槇石先生の
記事には意外な点もありました。ジェンダー論を曲解された形で目にす
ることが多く、興味はありながらもなかなかその実態がつかめないでい
ました。先生のお立場から、生物学的な性差から生じる社会生活上の不
平等（出産にあたり、女性は一定期間の休職を余儀なくされることなど）
や、ジェンダー論が盛んになった後の世代である 20代女性の中に専業
主婦願望が他の世代と比較しても多くなっているという最近の複数の調
査結果について、どのように解釈されるのか興味があります。

（仙台市青葉区・33歳　男性）

編：興味・関心の深さが伝わってくるご感想です。今回の記事も多くの
市民の皆さんが様々なことを考え学ぶ機縁を与えてくれました。どうぞ
さらに一層ご自分での学びを深めていってください。
　
　大隅先生の「いくつになっても学びを楽しみ、いきいきと過ごされる
ことを願っています」との文章に、元氣をいただきました。今年に入り、
介護、アロマの資格取得を頑張りました !!

（仙台市太白区・51歳　女性）

編：多才でいらっしゃいますね！　いくつになられても、イキイキとご
活躍なされる方は魅力的です。これからも、「学び」を楽しんでください。
応援しています。�
　
　表題にある「女性のチカラ」をあらためて考え直すことができ、とて
も勉強になりました。わが国でも女性議員が世界の平均まで届くよう、
がんばっていただきたいと願っており、それなりに応援してゆきたいと
思います。� （仙台市宮城野区・86歳　男性）

編：女性議員の数が増えるだけで終わらないよう、教育や経済面など様々
な方面で女性が進出しやすい環境が整うことを望みます。

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

2
FEB

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

2月  8日（土）復興大学公開講座
「被災地の今―震災報道を通じて―」
講　師　丹野　綾子（㈱河北新報社石巻総局記者）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール B1 100名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  9日（日）オープン講座第 6 回「縄文時代の葬制
―宮城県の事例紹介―」
講　師　千葉　直樹（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月15日（土）復興大学公開講座「みちのく震録伝―大
震災の記録・教訓とその継承―」
講　師　今村　文彦（東北大学災害科学国際研究所副所長）

TKP ガーデンシティ仙台 ホール D 100名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月16日（日）縄文講座「縄文石器にみる文化と社会」

講　師　大工原　豊（國學院大學講師）
仙台市縄文の森広場 100名

13:30

▲

15:00

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月20日（木）平成25年度「認知症を理解する」（第4回）

講　師　浅野　弘毅（東北福祉大学教授）他
仙台市シルバーセンター　7 階第 1 研修室 60名程度

10:00

▲

15:00

Tel 022-215-3711（公財）仙台市健康福祉事業団
http://www.sendai-hw.or.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月21日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 101 回：地震
を予測する ～余震からさぐる次の大地震～
講　師　遠田　晋次（東北大学災害科学国際研究所教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-6090東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月22日（土）復興大学公開講座「他助から学ぶこと―
災害時相互協力協定の支援が支縁に！―」
講　師　菅原　康雄（菅原動物病院獣医師／仙台市福住町町内会会長）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール B1 100名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月22日（土）特別展「釣りの文化と技術」関連講座「仙台・
川と魚のお話」
講　師　高取　知男（スリーエム仙台市科学館）

仙台市歴史民俗資料館 20名

13:30

▲

14:30

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/rekimin/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月22日（土）復興大学公開講座「大地震から学ぶこと
―災害から命を守るために―」
講　師　海野　德仁（東北大学地震・噴火予知研究観測センター教授）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール B1 100名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

3月  1日（土）第 60 回　小池光　短歌講座

講　師　小池　光（仙台文学館館長）
仙台文学館 80名

13:30

▲

15:30

Tel 022-271-3020仙台文学館
http://www.sendai-lit.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

3
MAR

1
JAN

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

1月19日（日）縄文講座「縄文人と信仰の道具」

講　師　藤沼　邦彦（弘前大学名誉教授）
仙台市縄文の森広場 100名

13:30

▲

15:00

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月23日（木）第 24 回日本疫学会学術総会市民公開講
座「運動と健康～早歩きは三文の得」
講　師　藤田　和樹（大阪大学全学教育推進機構スポーツ・健康教育部門・准教授）

日立システムズホール仙台（仙台青年文化センター）

15:00

▲

17:00

Tel 022-717-8199第 24 回日本疫学会学術総会
http://www2.convention.co.jp/jea24th/event/img/poster.pdf

場　所

主催者

URL

問合先

1月25日（土）復興大学公開講座
「歴史から復興を考える―災害知とは―」
講　師　平川　新（東北大学災害科学国際研究所所長）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール B1 100名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月25日（土）市民公開講座「食育と木工食器のワークショップ～
つくり手から使い手へ、使い手からつくり手へ～」
東北工業大学ライフデザイン学部安全安心生活デザイン学科　他

東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60名

14:00

▲

16:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月25日（土）復興大学公開講座「地域の自律―食の安
全・兼業農家・エネルギーの地産地消―」
講　師　千葉　昭彦（東北学院大学経済学部教授）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール B1 100名

15:30

▲

17:30

Tel 022-795-4933復興大学復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月26日（日）オープン講座第 4 回「文化財を守るため
に…―文化財保存修復学ことはじめ―」
講　師　芳賀　文絵（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月  1日（土）まちなか美術講座第 34 回
「パリのミュシャ　モラヴィアのムハ」
講　師　大嶋　貴明（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60名

13:00

▲

14:30

Tel 022-221-2111宮城県美術館×東北工業大学一番町ロビー
http://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  1日（土）第22回仙台市史セミナー「仙台城の御殿」

講　師　金森　安孝（地底の森ミュージアム館長）
仙台市博物館ホール 200名

13:00

▲

15:30

Tel 022-225-3074仙台市博物館
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  2日（日）オープン講座第 5 回「クマの利用―江戸
時代と現代の記録から―」
講　師　村上　一馬（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月  8日（土）復興大学公開講座「スローワーク―速さで
はなく、丁寧な出会いから支援を考える―」
講　師　佐藤　真史（日本キリスト教団東北教区被災者支援センター・エマオ牧師）

TKP ガーデンシティ仙台　ホール B1 100名

13:00

▲

15:00

Tel 022-795-4933復興大学復興人材育成教育コース
http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2
FEB


